
内　容

分娩前後の乳牛では飼料の摂取量や内容が大きく

変わるため、第一胃内環境が不安定になりやすく、

そのことがこの時期に病気が多発する素因とも言わ

れている。そこで、第一胃内環境を安定化させる効

果が期待される新たな微生物添加剤のプロピオン酸

菌製剤（ＰＢ）の活用を検討した。

初妊牛と経産牛の各６頭を分娩予定３週前から分

娩後４週までＰＢを菌量として２×10
11
個／日／頭

投与する投与区と、投与しない対照区に分け、生産

性や栄養状態を比較した。その結果、初妊牛の乾物

摂取量は分娩前から投与区が高く推移し、分娩後４

週以降その差は顕著となった（図１）。乳量には差

はなかったが、投与区では乳成分のうち無脂乳固形

分率（図２）、乳糖率および乳蛋白質率が高くなっ

た。第一胃液成分では投与区のアンモニア態窒素濃

度が分娩後６週以降低く推移した。また、血液成分

ではCaとαアミノ態窒素が分娩予定１週前に、ア

ルブミンが分娩後２週に、それぞれ投与区が高くな

った（データ略）。ＢＣＳは対照区では分娩後８週ま

で低下が続いたが、投与区では分娩後４週以降上昇

（回復）に向かった（図３）。これらのことから、周

産期の乳牛へのＰＢ投与は初妊牛の食欲増進、蛋白

質の消化吸収改善、低Ｃａ血症の予防などの効果が

期待できると考えられた。

普及上の注意事項

現在ＰＢは開発元の飼料メーカーの飼料を利用し

ている農家で一部利用可能となっている。飼料添加

に際しては、養分要求量の充足と牛舎環境の適正化

を図った上で、分娩前後の期間中に限定した個別投

与が望ましい。
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図２　無脂乳固形分率の推移 図３　ＢＣＳの推移

図１　乾物摂取量の推移


